
サ リン ジャ ー文 学 に お け る

TheCatcherzntheRye論

高 橋 雅 子

1951年 にJ.D.サ リンジャー(JeromeDavidSalinger,1919-)

に よ って描 かれ たTheCatcherintheRyeは,彼 の 唯一の長編 小説 で

あ ると共に,そ の 出版 を機 にサ リンジ ャー が隠遁生活 を開始 す る とい う,

サ リンジャー文 学内 におけ る意味的背景 を も持 つ作 品である。

では,サ リンジャー は何故 隠遁 生活 を始 め たのだ ろうか?

1962年 の 朝 日新 聞 に よれば 「サ リンジ ャー が隠遁 生活に入 ったの は,

禅 に没入す る為 で ある。」 との見解 が打 ち出 され ているが,果 してそれ だ

けの理 由で あるのだ ろ うかaそ れに よ しん ば隠遁 生活が禅 に没入 す る

為 の もので あって も,サ リンジャー を して禅 に没入 させ た要 因 は一体何

であったのか?何 が彼 を して禅 の思 想 に接 近 させ たのか?こ れ を解

明 すべ く行 なった研 究 を,私 は ここに記 したい と思 う。何故,サ リン ジ

ャー は禅 に没入せ ね ばな らなかっ たの かP私 は,こ の問い をふ まえなが

ら禅 に入 るまでのサ リンジャー思 想 を,彼 の作 品で あるTheCatcher

intheRyeを 中 心 に して明確化 して いきたい と思 う。

1.TheCatcherintheRye考 察

Ifyoureallywanttohearaboutit,thefirstthingyou'llprobably

wanttoknowiswhereIwasborn,andwhatmylousychildhood

waslike,andhowmyparentswereoccupiedandallbefore

theyhadme,andallthatDavidCopperfieldkindofcrap,butI

don'tfelllikegoingintoit.(1)

こ の 文 で始 ま るTheCatcherintheRyeの 主 人 公HoldenCaul-
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fieldの 口調 は,何 故 か しら口を濁す よ うな感 を読 者に与 える。 言 い

た くない こ とを渋 々 と口に出す印象 を与 え るのであ る。 その理 由は読者

が,Holdenの 代 弁 者的饒舌 に引 きこ まれ てつ いつ いこの本 を読 み終 え

て し ま うその時 になって初め て明か され るのであ る。Holdenは サ ナ ト

リウ ム に入院 してい るので ある。Holdenは サ ナ トリウムに いて,デ イ

ヴ ィ ッ ド・コパ フィー ル ド的身の上話 なんか した くも な いん だ と言 い

なが ら,彼 のサナ トリウム入院直前 の3日 間 の身の上話 を始 め るの であ

る。 従 って,最 後 の章 で,

D.B.askedmewhatIthoughtaboutallthisstuffIjust

finishedtellingyouabout.Ididn'tknowwhatthehelltosay.If

youwanttoknowthetruth,Idon'tknowwhatIthinkabout

it.c2>

と,Holdenの 兄 で あるD.B.が 彼 に尋 ね る「一 体今 まで起 こっ たこ と

をどの よ うに思 って るん だいP」 とい う質 問 に対 して も,Holdenは 「何

て言 った らいいのか,そ んな ことわか んな いよ。実 を言 うと,僕 が どう

い う風 に思 って いるのか さえ,ほ ん とはわか らないんだ。」 と,彼 の話 し

た くな い感情 を示すの であ る。

では,何 がHoldenを サ ナ ト11ウ ム へ と行か さ しめたの だろ うか?こ

れ は,Holdenの 憂 欝(depression)が 多 いに関係 してい ると思 われ る。

そこで,次 に この問題 を考 えてみ たい。

それ では,Holdenのdepressionは 何 に よって生 じたのだろ うかPそ

れは,次 の2つ の外傷 に よるの である。(1)精 神 的 外傷,(2)肉 体 的外傷 。

Holdenは 最 初か ら傷つ いた状 態 で登場 す る。ペ ンシー高校 でフェン

シン グのマネー ジャー を して いた彼 は,試 合 に行 く途中,地 下鉄 でフェ

ンシ ングの道具 を置 き忘 れて しま う。 その為,試 合 はお流 れ とな り,フ

ェン シン グチーム のメンバー はHoldenを 仲 間 はずれにす る。仕方 な く

ペ ン シー 高校 に戻 って きたHoldenは,そ の足 で,歴 史 を担 当す るス
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ペ ンサー先生 にGood-byeを 言 いに行 く。 この作 品 は,い わばHolden

が スペ ンサー先 生 にGood-byeを 言 う所 よ り展開 され てい くの であ る。

"Th
eykickedmeout" .5課 目 の うち4課 目落 したHoldenは,学 校 よ り

退学処 分 を受 けて いたのであ る。 さ らに は,ス ペ ンサー先生 とHolden

の 会 話 の うちに,Holdenは 以 前 に も3つ の学校 をやめて い るこ とがわ

か るの である。Holdenの 最 初 のdepressionは,風 邪 をひいたスペ ンサ

ー先生 の部屋 の薬の臭 いや ら
,年 老 いたスペ ンサー先生 の洗濯板 のよ う

な胸 を見たせ いだ と,Holden自 身 は言 うの だが,そ の背後 にはGood_

byeを 言 わ なけれ ば ならない彼の精 神 的 外 傷 が意 味深 く根 をお ろ して

い るの であ る。 そん なことには とん と無頓着 なスペ ンサー先 生 は
,自 分

が ど うして歴 史でHoldenを 落 と したか を とくと くと話 し始 め ,最 後 に

は・"Whatwouldyouhavedoneinrnyplace?"とHoldenに 尋 ね

るので ある。 弁護士 を父親 に持 つ中流階 級の家庭 に育 ったHolden

に は

ItoldhimIwasarealmoron,andallthatstuff.Itoldhim

howIwould'vedoneexactlythesamethingifI'dbeeninhis

place,andhowmostpeopledidn'tappreciatehowtoughitis

beingateacher.(3)

と言 うだけ の躾 が備 わっていた。心 の 中では どんなにスペ ンサー先生 の

悪意 のな い それ だけに一層偽善 め いて聞 こえる言葉 に,へ どを吐 く

よ うだ と悪態 をつ きなが ら も,そ れ を相手 に面 と向かって言 える ような

立 場に も環境 に もHoldenは い ないので ある。 その悪態 は,た だHolden

自身 の胸 中 に蓄積 され てい くだけ であ る。大人 のegoを も含む スペ ン

サー先生 の質 問に,「 きっ と僕だ って先 生 と同 じこ とをした と思 い ます

よ。」 と答 えね ばな らないHoldenの 身 上 は,彼 の持 つ精 神的外傷 を増

増 助長 させ る趣 きを暗示 してい るの であ る。

Holdenの 精 神 的外傷 はそれだけに止 まらない。 少女Janeの 面 影
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も,弟Allieの 突 然の死 も彼 に意味深 く精神 的外傷 を与 えている。

Thenshe(Jane)reallystartedtocry,andthenextthingI

knew,Iwaskissingheralloveranywherehereyes,her

nose,herforehead,hereyebrowsandall,herearsherwhole

faceexcepthermouthandall.(4)

Janeに 対 す るHoldenの 愛 はPlatonicIoveで あ った。 それだけ

に一 層Holdenの 内 部 でその愛 が絶対化 され るの であ るOJaneの 流 し

た涙 を,Holder】 が 拭 ってや るこ とで,2人 は 同時に 同化 され うるの で

あ る。 この時 のHoldenの 愛 こそ,サ リンジャー の理 想の愛 の形では な

かろ うか?Janeは 再 び家族 と共 に別 の地 に移 り,Holdenに は精神 的

外傷 だ けが残 され るこ とに なる。

Allieの 死 に関 して も同 じこ とが言 え るであろ う。 当時13歳 で あっ た

Holdenに と って,死 は巨大な怪物 であった。何 の理 由 もな しに,自 分

の愛す る者 を奪 って しまったの であ る。 その死 に向 かって,Holdenの な

し得 るこ とは,た だ,ガ レー ジの窓ガ ラスを砕 くぐらいの こ とで あった。

そ して,そ の感 情はHoldenにGoddamn,ashell,lousyな どの怒

りの 言葉 を植 えつけて しまう。 その怒 りの言葉は徐 々に社会 に対 して向

け られて い くよ うに なるの だが,こ の時点 にお いて,そ れ は漠然 とした

死 に対 す る怒 りに他 な らないので ある。

これ らの精 神的外傷 と相俟 って,Holdenに は 肉体的外傷 が与 え られ

て い る。それ は,サ リンジャー の技巧 ではあ るの だが,Holdenが1'm

quiteanervcusguy.あ る い は1'mpsychic.あ る い は1'msodamn

skinny.と 自分 を説明す る描 写 は,明 らか にHoldenがdepressionを

生 じや すい状 況下 にあ るこ とを物語 って いるので ある。

では,サ リンジャーは この ように主人公Holdenにdeprossionを

与 えて何 をさせ しめ よ うとしたので あろ うか?Holdenは 学 校 か ら追

い出 され る以 前 に,自 ら学校 を飛 び出すので ある。 これ は,他 の作 品に
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も見 られ るサ リンジャー思想 のひ とつ,depression削 減 である と私 に

は思われ る。サ リンジ ャー 作品初期の ものに はこれ をThemeに し てい

る ものが数 多 く見 られ,今 ひ とつ"BlueMelody"(1948年)を 例 に とっ

て,こ れ を解釈 してみ たい。

15年 間 も会 わずにい た幼 な じみの ラ ドフォ ドとペ ギィは偶然 に ビル ト

モ ァ ・ホテル で再会 す る。2人 は,ラ イダ ・ル イー ズの思 い出に よって

今 で も繋 が ってい る彼 ら自身 を見い出す。 しか し,ラ ドフ ォ ドは ライダ

・ルイー ズの思 い出が強烈 であれば ある程 ,そ の思 い出に触れ た くない

のであ る。 ライダ ・ル イー ズのレ コー ドと同 じ様 に,少 年時代 の暗 い陰

翳(こ れ は,ア メ リカ社 会 における黒 入問題 の汚点 で ある)と して傷 を抱

いて しまっ た大 人の ラ ドフォ ドの心 は,も はや何 の感情 も受 けつ け ない

のであ る。再会 の嬉 び と懐 しさにぜ ひ とも電話 をか け るよ うに とい うペ

ギィの申 し出 に,彼 が応 じないの も,又,ラ イダ ・ルイー ズのレ コー ド

を誰 のために もか け ない とい う彼の考 え も,そ の 故なので ある。 それ は

傷つ いた入間の最後 の防衛本能 では ないだろ うか?ラ イダ ・ル イー ズ

の思 い出 を分 かちあっ たペ ギィ を遠 ざけ るラ ドフ ォ ドの態 度 には,明 ら

かに,悲 しみに対 す る拒絶 があ ると私 は考 え るの であ る。

"BlueMelody"は こ こで作品の完結 を見 るわけだが
,そ の後3年 を経

て書かれ た"TheCatcherintheRoy"に お いては,も うサ リンジャー

は主人公 に悲 しみ に対 す る身構 えの態度 をとらせ るだけで済 ませ るわけ

にはいか な くなるので ある。 ここで,サ リンジャー はHoldenにdepres-

sionの 拒 絶 であ ると同時 に,追 求 の形 を持 つべ く学校 を飛び出す とい

う行為 を とらせ るので ある。Holdenの3日 間の放浪 は まさにその為 に

あった。3日 間 の放 浪 にお いて,Holdenは 彼 の抱 く精神 的,肉 体的 外

傷 を治癒 す るが ご と く人間 同士 の繋 が りを求 め るのであ る。 それ は,自

分 の意志 では な くして学校 を退学 させ られ,友 人 同士 の絆 を断 ち切 られ

たHoldenの 自分 自身に対す る代償行為 なのであ る。死 んだ弟Allie

に 向 かって
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Okay,Gohomeandgetyourbikeandmeetmeinfrontof

Bobby'shouse.(5)

と言 うこ とに よっ・て気 を晴 らすHoldenの 感 情 も,彼 が生 前のAllie

の望 み を叶 えてあげなか った とい う自責 に も似 た精神 的外傷 に対 す る彼

自身の代 償行為 なのであ る。

で は,3日 間 の放 浪 でます ます募 らせ たHoldenの 社 会的欺瞞 に よる

外傷 の 治癒 を彼 は どこに求め たので あろ うかP彼 は,そ の治癒 を彼 の理

想郷 の うちに求 め るので ある。 その理 想郷 は どこか の西 部の 田舎町 であ

る。Holdenは そ こに行 って,唖 でつ んぼ の まね を して,人 の車のgas

な ど を入 れて暮 らす と言 う。 そ うすれ ば,誰 とも無益 なばか ばか しい話

を しな くて も済むか らだ と理 由づ けるので ある。

この社 会 との断絶 こそ,社 会 的偽善 に よって受 け たHoldenの 精 神的

外 傷 を治癒すべ きもの なの であ る。

ところが,よ しんば,作 者 であ るサ リンジャー が,社 会 と自分 との偽

善 を遮 断す るこ とに成功 した として も,彼 の創造物 であ るHoldenに は

社 会 を遮 断す る業 は与 え られ ていないの であ る。 それ は,Holdenが い

まだ未 成年 であ るとい う被保護者 の立場ばか りで な く,サ リンジャー思

想の今 ひ とつ のTheme「 救 済」 の問題 に も関与 す るの である。

怒 り一拒 絶一放浪一追求一 治癒 の最 後 には,救 済 がなけれ ばな らない,

とサ リンジ ャー は考 えてい るに相違 ない。

Iwasdamnnearhowling,Ifeltsodamnhappy,ifyouwant

toknowthetruth.Idon'tknowwhy.Itwasjustthatshelooked

sodamnnice,thewayshekeptgoingroundandround,inher

bluecoatandall.(6)

Holdenは,真 実 の愛 を持 っ 純粋 で無垢 な妹Phoebeの 回転木 馬に ま

たが った姿 を眺 めなが ら,「 あ るが ま まの人間の 美 しさ」を認 め る とい う
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悟 りを開 くの であ る。 それ は,又,Holdenに とって救 済で もあ り得 た

の であ る。

か くして,悟 りとい う禅 の思 想に も似 た感情 で もって,Holdenは,

真 実 の愛 と無 垢な純粋 さを備 えた者 な らば誰で も救済者 に なれ るこ とを

認 識 し,「 ライ麦畑 の捕 え手」 にな りたい と願 うHoldenの 願 望 もここ

で 成就 され るの である。

II.TheCatcherintheRye位 相

TheCatcherintheRye考 察 の 次に,こ の作 品はサ リンジャー文

学 において どのよ うな位置 にあ るのか,又 その役割 は何 なのか,を 私 は

考 えてみた い。 その為に,私 はサ リンジャーの作品 を大 き く3つ に分類

してみたの であ る。

1940年,彼 が21歳 の 時 に書 いた処 女作"TheYoungFolks"か ら1951

年 の"PrettyMouthandGreenMyEyes"ま で が 第1群 。第2群 が

1951年 の"TheCatcherintheRye"。 第3群 が,1953年 の"De

Daumier-Smith'sBluePeriod"か ら,1959年 の 「シー モア序論 」に至

る作品であ る。

第1群 に入れ た ものは,い ずれ も短 編,中 編の作 品であ り,強 いて分

け る とすれば,こ れ らは戦争 に関 す る もの と,そ うでない もの とに大別

で きるので あるが,こ れ ら全編 の根 底 に共通 に流れ る ものは人間 の抱 く

悲哀 であ る。 それ は怒 りを含 む悲 哀 なのであ る。諸 氏が述べ てお られ る

の と同様,私 もサ リンジャーは反戦作 家 ではな いと思 う。彼 の作 品 内に

お ける 「誰が悪 いわけで もない」 とい う彼の態度 こそ,そ れ を示 してい

る と思 われ るか らであ る。 そ して,そ れ 故に人間の 回避す ることの で き

ない悲哀 がに じみ 出 もす るの であ ろ う。"BlueMelody"に 至 っては,そ

の色彩 が著 し く,そ れに対す る怒 りが一番 の クライマ ックスに もなって

いる。 しか し,サ リンジャー は一種 独特 の手法 を持 って い るδ その怒 り

をあちこちで読者 に見せ なが ら,彼 は それ を決 して爆 発させ な い。怒 り
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の陰 に姿 を隠 してそれ を楽 しんでい るか の ようにす ら読 者には感 じられ

る。 それ はあ る種 の超越 と受 け取 れ ないこ ともないのだが,こ こ までの

作 品に おいては,彼 の宗 教的超越 の傾 向は まだ示 されて いないの である。

ここ までの作 品 は怒 りを内部へ 設定 するサ リンジャー思 想の一段階 と言

え るで あろ う。

この 怒 りが明 らかに表 に表 わ され るのは,"TheCatcherintheRye"

の作 中にお いてである。 彼 はこ こで少年 の姿 を借 りて怒 りを爆発 させ

てい るのであ る。それ は,少 年 が青年へ と移 り変 わ る時 期 のひ とつの過

程 として無理 な く表 面に表 われて いる。 怒 りの顕著 た る表 われは"God

damn,ashell,forchrissake,lousy,bastard,phoney"な ど のHolden

の 言 葉 であ り,し か もそれ らはほ とん どが,Holdenの 感 情 を通 して の,

偽 善,イ ンチ キ,ま や か しの類 に向け られ ているので ある。それは,・The

CatcherintheRye"に 至 ると,怒 りの対 象物 が はっ き りと浮 きで て

くるせ い もあ るのだ ろ う。 怒 りの爆発。 これが,サ リンジャー文 学に

お け るこの作 品の持 つ意味 なので ある。 さ らに,サ リン ジャー はこの作

品 に丁 救済 とい う今 まで彼 の持 たなか ったThemeを 与 え るのであ る。

ここに,サ リンジャー が何故 この作 品を書 かねば な らなか ったか とい う

疑問 の答 えが用意 されて いる。 この作 品においては,今 までの彼の作 品

内 で蓄積 され た怒 りを超越 して,さ らに 高 度 な思 想 へ とサ リン ジャー

自身 が 進 まね ば ならなか っ たの であ る。 サ リンジ ャー はそ こで救 済の

Themeを 持 ち出 した。これ が,彼 が"TheCatcherintheRye"を 書 い

た意図 で もあるのであ る。"TheCatcherintheRye"考 察 にお いて,

私 はHoldenが 種 々の精神的 外傷 によって傷 つ いた状 態 で 登場 したの

だ と述べ た。 そ して,こ れは又作者 サ リンジャー の精神的 外傷 で もあっ

た。

"TheCatcherintheRye"が 書 かれ た年 月 よ り溯 るこ とll年 前 に世

界は第2次 世 界大戦 に巻 き込 まれ,そ の頃 よ りサ リンジ ャー の作 家活動

も本格 的 に始 まるの である。4年 後 の1942年,23歳 に な る彼 は合衆 国陸

軍 に徴 兵 された。それ よ り1945年 の 終戦 を迎 えるまで,戦 いを交 え なが
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ら蛸 壺 で作 家稼 業 を続 けた とい う彼の作 品には,戦 争の体験 を題材 とし

た もの も随分 とあ るが,こ こで特に注 目 したいの は,戦 争 で愛 人 を失 っ

た女性 を描 いた"UncleWiggilyinConneticut"(1948年),並 び に,戦

争 の 無 意 味 さ を訴 え る"JustBeforetheWarwiththeEskimos"

(1948年)で あ る。

この頃 に至 って は,は っき りと戦争 に対す るサ リンジャーの否定的 態

度 が表 われて きてお り,戦 争 とい う社会 の産物 に傷 つけ られた作者 自身

の内に潜在 す るemotionが"TheCatcherintheRye"の 主 人公

Holdenを 作 り上 げ たのであ る。従 ってHoldenは た った16歳 の 少年 では

あ るが,十 二分 に大人の要素 を持 ち得 るのであ る。野崎 氏 も指摘 す るよ

うに,Holdenの 頭 の半分 が白髪 で埋 まってい る とい うこ とが,そ れ を

つぶ さに物語 ってい ると言 え よ う。

そ の反面,子 供 の要素 を も多分に兼ね備 えたHolden少 年 は,ど ん な

に放 浪 して も,彼 が持 つ子供 の要素故 に必ず救済 され うるの であ る。大

人に比べ て,子 供 には何 らか の形で,庇 護 の手 が差 し延べ られてい るこ

とを,読 者 も,そ して作 者 自身 もよ く知 ってい るか らであ る。 その意味

で も作者 は主 人公Holdenの 設 定 に16歳 と い う年 を選 ん だ の だ と思 わ

れ る。作 品"TheCatcherintheRye"に お け るこのよ うなサ リンジャ

ー文 学の重要 な転換期 ともなるTheme「 救 済」の 出現 は他 力本願 よ り

自力本願の形 となって具 象化 され る。それ は,禅 へ と進む過程 で もある。

武 田勝 彦氏の年 譜に よれば,サ リンジャー は,「1946年 に は,ニ ュー ヨ

ー クのパー ク ・ア ヴェニ ュー に両親 と住 み
,夜 は芸術 家の集 まるグリニ

ッジ ・ヴ ィレッジで,当 時 さほ ど流行 してい なか った禅 仏教 につ いて盛

んに議論 して いた」 らしい。 その事 実に基づ くな ら,そ れ よ り5年 を経

て出版 された"TheCatcherintheRye"の 作 中に は明 らか に禅 思 想

の反映が何 らかの形 で表 われ る筈で ある。「そもそ も禅の公 案は,合 理 的

な解 答 を要求 す る ものでは な くて,そ の公案 の課 題 に対 す る精神集 中 を

契機 と して 『自我』 を捨 て て,主 客 合一 の境地 を瞬間的 な啓示 として体

験 させ るこ とを目指 す もの。」とい う斉藤 忠利氏 の禅 の解釈 を参考 にす る
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ならば,ま さ し く"TheCatcherintheRye"に は瞬 間的 な啓示 を表

わす 言葉Allofasuddenが た び たび使用 され ていて,こ こに禅 の思

想 とサ リン ジャー思想 との一 致 が見 られ るので ある。

"TheCatcherintheRye"以 後
,第3群 のサ リンジャー作 品が禅 の

思想 を色濃 く表 わ し始め,"FrannyandZooey"に 至 っては,Franny

が 世 間 を取 り巻 くegoの 為 に押 しつぶ されそ うに なる時,唱 える言葉

が経 の類 の もの であるこ と,又,彼 女 を救 った兄Zooeyの 言 葉 「太っ

た どこ にで もいるおば さん」 が仏 のimageを 持 つ こ とに よ り,サ リン

ジ ャー が本格 的 に宗教的主題 に取 り組 む作家 となった こ とが伺 える。

以上 のこ とよ り鑑み て も"TheCatcherintheRye"は サ リンジ ャ

ー文 学 におけ る初期の作 品 と後期 の作 品 との中間 ともなるべ き位置 にあ

り,サ リンジ ャー哲学が,怒 りの設 定 よ り宗教的救 済へ と移行 す る過程

を示 す作 品 と見 るこ とが で きるの であ る。 そ して,こ こに こそサ リンジ

ャー の宗教 的思想の移行 に よる隠遁生 活 とい うものの必要性 が生 じて来

るので はなか ろ うか と私 には思 われ るので ある。

Notes
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(6)Ibid.,p.219
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